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発表者名 平野 映子 

発表日時 平成２２年３月４日 

発表内容  新型インフルエンザ（AH1pdm）の発生をうけ、5月 4日から発熱外来
を経由した新型インフルエンザの検査を開始した。全数把握期間中には

AH1pdmが 15件、海外渡航者からソ連型 1件と香港型 2件が確認された。
この期間を含め、2010年 1月 13日までに 162件の AH1pdmが確認され
た。2009/2010 シーズンに確認されたインフルエンザはすべて AH1pdm
であった。 
インフルエンザ患者報告は第 33週に定点あたり 1.03人となり流行期に
入った。ピークは第 48週で定点あたり 95.44人であった。 
 インフルエンザ様疾患の集団発生は第 33週に 2件あり、第 36から増加
し、第 48週には 249件と最も多かった。 
 AH1pdm 陽性であった 162 件についてウイルス分離を行った。分離さ
れた 143株について HI試験を行ったところ、1株は 8倍の抗原変異を有
しており、82 株はワクチン類似株であった。HA 価が低く、HI 試験を行
えなかった株は 60株あった。 
 分離された株の中から 89 株について薬剤耐性マーカーの同定を行った
ところ、1株で H275Y変異が確認された。 

 

 

 

 

 

 


